
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青森若葉養護学校 コミュニティ・スクール通信 

Let’s WKB 
令和５年７月２０日（木） 

第 ２ 号 
文 責 ： 教 頭 

「そもそも青森若葉養護学校って、どんな学校？」 

                            （第２回学校運営協議会報告） 

  令和 5年 7月 4日（火） 第２回学校運営協議会を開催しました。 

  今回は「教育活動充実のためのアイディア募集！」をテーマに、熟議を行いました。ちなみ

に、学校運営協議会坂本徹会長から助言をいただき、「もっと気軽に学校のことをおしゃべり

しよう」という趣旨で、「熟議」を「井戸端会議」とすることにしました。 

 冒頭に、教頭が SWOT 分析を元にした本校の現状分析を報告、続いて校長が学校運営上、「こんな風になっ

てほしい」という願いを伝えました。 

 校長先生は「もっと地
域とつながって、地域に
貢献できる学校になり
たい」って思っているん
だね。 
学校の強みと地域の強

みを掛け合わせて、どん
なことができるのか、一
緒に考えよう！ 
 

そして始まった「井戸端会議」・・・ 

「そもそも青森若葉養護学校ってどんな学校なんだか、

知られてはいないのではないか？」「弱みを弱みとして捉え

ず、弱みを逆手にとってできることがあるのでは？」等、核心

に迫る意見がたくさん出てきました。 

それでは、井戸端会議で出た意見を、紹介します。キーワ

ードは「一緒にやってみませんか？」 

認知度を高めるに

は、「数」と「継続」

が必要ですよ。 

その点、屋外展示や

屋外掲示は有効です。

常時そこにあって、目

を引きますからね。 

 

研修施設にある展示

ブースは、地域とつな

がる目的で導入した経

緯があります。 

買い物をしたときに、自分の作品

が包装紙になっていたら、「認められ

た！」という気になりますね。 

美術や書道の時間に制作し

た生徒の作品を元にして、地

域にある商店の包装紙を作る

取組をした例がありますよ。 

裏面につづく 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つくりみち町会夏まつり 

  8月 19日（土）１８時から造道小学校校庭

において、造道町内会主催の「令和５年度つ

くりみち町会夏まつり」が行われます。 

  屋台コーナーやお楽しみコーナー（くじ引き）

の他、今千里さんのライブや盆踊りなど、楽し

い企画がいっぱいです。 

           

夏の思い出に 

一緒に参加しませんか。           

   

 本校の 

コミュニティ・スクール担当紹介 

本校では、学校運営協議会の円滑な運営のため、

校長、教頭の他、４名のコミュニティ・スクール担

当を配置しております。各学部の副主任と社会教育

に造詣が深い教員が担当しています。 

浄水場に行っ

たことあります

か？  町内会としては、除雪に協力してもら

えると、とてもありがたいですね。 

 近くにはあるけど、行く機会なかったですね。町

内会と事業所と学校とで合同の社会科見学しますか 

 地域の施設を使

わせてもらって、

「寺子屋」みたい

なものを開くのは

どうでしょう？ 

 最後に、お互いのグループで出た意見をシェアリングしました。 

  第２回学校運営協議会の中心であった「井戸端会議（熟議）」では、様々な立場にある委員の方々から多

くの意見が出され、活気あふれる会となりました。学校職員だけでは気付かない視点からの意見、逆方向から

の発想など、「地域とつながる」を目指す学校運営にあたって、たくさんの示唆をいただきました。この後、校内

のコミュニティ・スクール担当で協議をし、できるところから早速実践していきたいと考えております。 

  次回学校運営協議会は 10 月 3 日（火）を予定していますが、その際には実践報告をし、再び「井戸端会

議」で評価していただく予定です。  

「つながるって楽しい」そう思った第２回学校運営協議会でした。 

 

学校で防災グッズを

作ってくれるとありが

たいなあ 
 拡大社会科見学、

面白そう！ 


